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研究室体験活動

最 終 更 新 日 ： 2023 年 4 月 7 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

アメリカで仕事をすることの素晴らしさとチャレンジを、アメリカのハートランドであるシカゴと国際都市ワシ
ントン訪問を通して多角的に探ろう

団 体 名 等 シカゴ赤門会/さつき会アメリカ（中西部）/ワシントンDCエリア東京大学関係者懇親会

活 動 方 法
オンラインを活用しつつ現地活動を行う

オンラインのみで活動を行う

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数 5～10 人フィールドワーク体験活動

参 加 資 格 等
学部学生及び大学院学生

（世界で活躍することを望んでいる、やる気のある学生の応募を期待しています。）

活 動 期 間
2023/8/23(水) 2023/8/30(水)

主な活動予定場所 米国シカゴ市・ワシントンDC周辺
8日間（週末は自由行動）

目 的
アメリカで仕事をすることの素晴らしさとチャレンジを、アメリカのハートランドであるシカゴと国際都市ワシン
トンでのOB/OGとのディスカッション、質疑応答を通して多角的に理解しよう。

具体的な内容
（８００字程度）

シカゴでは、3日間（水曜～金曜）にわたり、日本企業の米国支店、米国企業、大学の研究室にOB/OGを訪
問し、アメリカで働くことの素晴らしさ及びチャレンジについて実体験に基づき様々な観点からお話しいただ
きます。例えば、アメリカでの起業、転業、企業マネジメント、職業・家庭の両立、グラス・シーリング、
Research&Development等についてお話しいただいたことがあります。なお、お話しの後には質疑応答や
ディスカッションの時間が設けられています。

DCでは（3日間、月曜、火曜、水曜）IMF、世銀などの国際機関、シンクタンク、NIH (National Institute of
Health)、日本政府関係の機関、事務所などに勤務されているOB/OGを 訪問し、質疑応答やディスカッショ
ンを通じて、米国での最先端の活動、日米の違いなどについての知見を広める機会を提供します。

【参考： 2022年度訪問先】
シカゴ：
在シカゴ日本国総領事館、ジェトロ・シカゴ事務所、シカゴ大学、ノースウェスタン大学、Beam Sutory、Tokio
Marine America、Astellas、International Longevity Center Global Alliance (NGO)、等
ワシントンDC：
IMF、World Bank、日本テレビワシントン支局、Mansfield Foundation、Aflac、在米日本大使館

備 考 服装は、ビジネス・カジュアル/週末にシカゴからDCに移動

実費 新型コロナウィルス感染症の状況などを、踏まえて、オンラインへの切り替えな
ど、状況に応じて、臨機応変に対応する予定です。なお、2021年度はzoom 使
用。2022年は実開催。

宿泊費 実費

現地交通費 実費

大 学 院 学 生
含む

含まない

ウェブサイト等 服装は、ビジネス・カジュアル/週末にシカゴからDCに移動

食費　 実費
奨励金額 活動後に算出

計

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費


